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プロフィール

中学校社会科教員 ３校
（１６年）

県教育行政 ８か所
（１７年）

中学校管理職 １校
（３年）

市教育行政 ４年目

生涯学習・社会教育（１１年）
平成１４年度社会教育主事取得→発令

学校地域連携担当
高校魅力化担当

「高梁未来学」立ち上げ
CSを活用した学校運営



※参考



○「地域貢献プロジェクト」を終えての生徒の振り返り

活動前 活動後

Ａ 成功できるかどうか心配 自分の担当を責任を持って行い、みんなと協
力して成功させることができ、自分はこういう
活動をすることが好きだと気付いた。

Ｂ 自己評価でわからない項目が８
割以上

様々な活動を通して自分への理解が深まった
り、地域への関心が持てるようになった。自己
評価も明確にすることができた。

Ｃ 面倒で乗り気がしない 活動はやりがいがあって達成感がすごかった。
楽しかった。

Ｄ パワーポイントの作成や初めて
会う人と話すことが不安

自分は思っていたよりきちんとできていること
がわかった。人としてはまだまだ足りなかった。

Ｅ

Ｆ

とても楽しみ 街頭アンケートやポスターづくり、プレゼン作
成を通じて自分の得意・不得意がわかった。
新たな得意分野も見えてきた。
中学生としては、大人と同じように接しても
らったので、貴重な時間だった。

自分たちで行動したり、考え
たりするときの中学生のエネ
ルギーはこんなにあるのだと
驚いた。課題を解決していく
中で自分たち中学生にできる
ことは想像以上にたくさんあ
ると感じた。

〈卒業生の声〉

非認知能力
の向上

〈大人の声〉

学校から協力依頼があると地
域はとても動きやすい。子ど
もたちが地域に目を向ける機
会があることは大変重要。子
どもたちと一緒に考えたり活
動したりすることで、大人も気
づきがたくさんある。



・「備北バスに１か月に１回のってもらおうプロジェクト」
・「備中牛を広めようプロジェクト」
・「成羽美術館オリジナルスイーツを考えるプロジェクト」
・「小学生が中学校に進学する不安を解消するプロジェクト」
・「小学生とご当地カルタを作ろうプロジェクト」
・「高梁市図書館の小学生利用者を増やそうプロジェクト」
・「地域猫活動を知ってもらおうプロジェクト」
・「備中松山城ライトアッププロジェクト」
・「高梁川の鮎を救うプロジェクト」
・「備中神楽を引き継ぐ人を増やそうプロジェクト」

・「大阪桐蔭おもてなしプロジェクト」 など

高梁中学校３年「地域貢献プロジェクト」での実践事例

※校内での発表会 「高梁未来学」地域向け説明会・地域向け発表会



地域と連携・協働した探究的な学習の事例

◎小学校の事例
高梁市立福地小学校 ✿福地ＰＲ大作戦…福地の琥珀（商品開発）

→地域の菓子店や高梁城南高校との連携

✿開校150周年式典
→児童による企画・運営

高梁市立川面小学校 ✿川面・高倉を有名にし隊…“撮り鉄”テーマ
→地域住民の協力
高梁中学校との連携による写真展示

高梁市立宇治小学校 ✿閉校プロジェクト
→児童による企画・立案・実施
ICTの積極的活用

◎中学校の事例
高梁市立高梁北中学校 ✿ふるさと創生プロジェクト
高梁市立川上中学校 ✿地域学習「KAWAKAMI DISCOVERY」

※参考



県立高校等をめぐる高梁市の動き

✿高校（県立高校）の魅力化
県立高校再編の動き

県立高校再編による市への影響⇒高梁市の将来を左右
中学生の進路選択への影響
地域産業・経済へのマイナスの影響
人口流出の加速化 等

✿中・高校生等の学びと活動への支援
高梁市の教育の重点（Society5.0の時代に必要な力の育成）

地域との協働による探究的な学習の充実
就学前から大学を見据えた一貫教育
（小・中学校の学習との連携、継続・発展等）

「社会の創り手」
育成も意識



教育委員会と定期
的に作戦会議

高梁市が取り組む高校魅力化

Ａ 推進体制

①担当者
・高校魅力化担当 ⇒役割の明確化、市役所内外への窓口の明確化(R4～)
・コーディネーター ⇒学校と地域、行政と学校・地域を結ぶ等(R3～)
・地域おこし協力隊員⇒県外生徒へのサポート（生活支援・地域連携）

SNS等での魅力発信(R5～)
②庁内横断的組織
・高等学校魅力化推進プロジェクトチームの設置(R4.10～)
〈８課８名〉 ※発足当時の課名

理財課、秘書企画課、デジタル・未来戦略課、産業振興課、農林課、
住もうよ高梁推進課、市民課、こども教育課（事務局：こども教育課）

③予算
・市費で人的配置、魅力化事業を予算化

コーディネーターが
オブザーバー参加



高梁市が取り組む高校魅力化
B 具体的な取組
①高校（高校生）に対して
・全国募集の強化 ⇒「地域みらい留学」へのエントリー
・授業、部活動への支援 ⇒天満屋との連携・協働
・総合的な探究の時間への協力 ⇒サポーター、発表会での助言等
・専門性の発揮や活動の場の提供 ⇒松山踊りポスターほかの作成、

みらい共創チャレンジ（予算面での支援）
②市役所（職員）に対して
・県立高校魅力化ビジョンの作成（チームからの提案）
・職員説明会の開催
③小中学校や地域等に対して
・高校の教育活動の発信 ⇒まちなか美術館、小学生向けイベントでの体験活動
・中学校教員向け ⇒高校めぐり研修会（新採用、市外から転入の職員等）
・小中高等学校の連携 ⇒総合的な学習（探究）の時間担当者会

就学前や小中学校の授業との連携
・地域への積極的広報 ⇒「広報たかはし」特集、高校newsの連載



高梁市役所職員説明会（R7.7.8）

１ 知らないことが多かったか？
とてもそう思う 22.6％
そう思う 54.8％

２ 市と県立高校の連携はもっと進めるべきだと思うか？
とてもそう思う 38.7％
そう思う 58.1％

３ 所属する課で県立高校にもっと関わりたいと思うか？
とてもそう思う    19.4％
そう思う 58.1％

77.4%

96.8%

77.5%

高梁市が取り組む高校魅力化



＊行政と高校生との共創により、高梁市のまちづくりを
進める。

＊高校生自らが地域課題の解決や地域の活性化、産業の
創出等に係る事業を企画立案し提案することで、地域
と向き合い社会と関わる経験を支援する。

＊高梁市の行政課題や市役所業務等について、高校生の
理解促進を図る。

設置目的

高梁市が取り組む高校魅力化

C 高校生みらい共創課（令和７年４月～）



１ 設置の経緯

○高校の統廃合は市の将来を
左右する課題との認識

○高校の魅力化を支援
○市役所内に高校魅力化推進
  プロジェクトチームの設置

高梁市

○各校における特色・魅力あ
る教育活動

○総合的な探究の時間の充実
（地域をテーマとした課題
解決、地域活性化等）

県立高校

連 携

高梁市と市内岡山県立高等学校との連携に関する協定
（令和６年１２月）

令和７年４月 高梁市高校生みらい共創課設置

位置づけの明確化、継続性 更なる取組の充実・発展

高梁市が取り組む高校魅力化



２ 「高校生みらい共創課」の設置

・設置：令和７年４月１６日発足
・対象：県立高梁高校、県立高梁城南高校の生徒
・構成：各校６名ずつ 計１２名員

※課長1、課長補佐2、係長2
・場所：市役所２階 特設スペース
・活動：週１回午後２時間程度（総探の時間を活用）

※高梁高校…金曜日、城南高校…水曜日
月１回程度合同会議

・伴走：高校魅力化推進プロジェクトチーム

高梁市が取り組む高校魅力化

✿令和７年度 課として設定したテーマ
「若者が魅力を感じられる高梁市」



高梁市が取り組む高校魅力化

課全体の
合同会議

活動の様子 関係課からの情報収集

会議・研修会へ参加
（社会教育課主催）

地域学校共同活動研修会(R7.7.31)
     「若者が活躍する地域学校協働活動」

市長や幹部職員との懇談会

市役所外での活動の様子



広報たかはし



情報共有・共通理解
連携活動

16

学校 行政

連携・協働

様々な人や主体が高校に協力・応援、高校と協働
→応援団のネットワーク化・継続化・力量向上

地域
協力・応援

貢献

コーディ―ネーター

⇒コンソーシアムの設立へ

担
当
者

※窓口の役割
※行政内コーディネート

高梁市が取り組む高校魅力化

チーム



教育を「核」とした
地方創生

地元の子ども・保護者が
魅力を感じる

高梁の学校（学び）

教員が働きたいと感じる
高梁の学校（学び）

全国・市外から選ばれる
高梁の学校（学び）

学校と共創することで
活性化する地域・大人等

・コミュニティ・スクール
・包括連携協定（県立高校）
・高校生みらい共創課（県立高校）
・高校魅力化コンソーシアム（予定）
※ハイスクールコンソーシアムと地域コンソーシアム

・全国募集（高校）
・義務教育学校の開校
※教育留学（保育園留学）

・探究的な学習（PBL）
・ICTの活用
・就学前から大学までの一貫教育

・学校種を超えた学び合い・交流
・ミライティーチャーズアカデミー高梁
（ソニー教育財団との共同による

リーダー養成プログラム）

高梁市が取り組む教育施策



教育を「核」とした
地方創生

地元の子どもと保護者が
魅力を感じる

高梁の学校（学び）

教員が働きたいと感じる
高梁の学校（学び）

全国・市外から選ばれる
高梁の学校（学び）

学校と共創することで
活性化する地域・大人等

・全国募集（高校）
・義務教育学校の開校
※教育留学（保育園留学）

・探究的な学習（PBL）
・ICTの活用
・就学前から大学までの一貫教育

・学校種を超えた学び合い・交流
・ミライティーチャーズアカデミー高梁
（ソニー教育財団との共同による

リーダー養成プログラム）

高梁市が取り組む教育施策

目指す学校・地域
の実現を支える
人材の確保・育成 ・コミュニティ・スクール

・包括連携協定（県立高校）
・高校生みらい共創課（県立高校）
・高校魅力化コンソーシアム（予定）
※ハイスクールコンソーシアムと地域コンソーシアム



高校魅力化の取組
・高校の存続
・持続可能なまちづくり

教育を核とした地方創生
・将来の担い手を中心に据えて
・地域の「ひと」「もの」「こと」「資金」「情報」「熱」
の掘り起こしとネットワーク化
→ 次代を支え育てる意識と力
→ 地域自体の元気・活力

・若者がチャレンジできるまち“高梁”への進化

教育を「核」とした地方創生

高梁市の未来に
関わりたい！
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